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秋田県環境整備事業協同組合（理事長　大塚　勝栄氏）
○組合の50年を振り返って
昭和40年に任意団体であった秋田県清掃協議会を母体に「秋田県清掃事業協同組合」を

設立後、昭和54年に現在の名称となり、薬品等の共同購買事業を実施しています。また、平
成23年11月には秋田県と「災害時におけるし尿等の収集運搬に係る協定」を締結し、平成
25年10月には全国環境整備事業協同組合連合会の「第39回全国大会」を本県で初めて開催
する等、行政機関との連携を含め、当業界の存在意義を広める機会となりました。
○2015年は貴業界にとってどんな年になりますか
我々の業界は、行政機関との密接な連携が必要不可欠です。2015年1月には、県や各市

町村との合同研修会の開催を予定しており、行政機関との情報交換を密にして意思疎通を
図っていくこととしています。
○組合理事長としての今後の抱負
今後、下水道の整備等により我々の業務量の減少が予想され、従来の業務だけでは生き残ることが難しい状況と

なっています。このため、組合員の経営規模は様々ですが、他県の同業組合の取組内容を真剣に研究することにより、
組合員が安定した経営を行っていくための仕掛けづくりを組合として行っていきたいと考えています。

由利本荘自動車整備協業組合（理事長　岡部　兼吉氏）
○組合の40年を振り返って
当組合は、昭和50年に本県で最初の自動車整備協業組合として21名で設立しました。自

動車登録台数の増加とともに整備工場が増加していく中、地域の自動車整備業者が定期点
検整備作業を共同化することにより、コスト削減と経営の安定化を図りながら組合活動を
行ってきました。
○2015年は貴業界にとってどんな年になりますか
競争の激化による整備単価の低下や軽自動車の増加による整備売上の減少など、厳しい

経営環境が続いています。また、地域の人口減による車検取扱台数の減少や、高齢化による
廃業等、組合員の減少が懸念されます。

○組合理事長としての今後の抱負
今後は、M＆Aも視野に入れつつ、地域の企業や雇用の維持・拡大を守っていかなければならないと考えています。

また、研修会等を通じ、整備技術の向上や情報共有を図ることで、組合員が環境の変化に適切に対応できるよう支援し
ていくことを検討しています。

秋田市大町商店街振興組合（理事長　高堂　裕氏）
○組合の30年を振り返って
当組合は、昭和60年、大町地区の活性化に賛同する102名で設立し、アーケードや駐車場

など商業環境の整備や共同宣伝、共同販促等を行ってきました。近年は、地域の人口減少や
高齢化、施設の移転・廃業などにより、組合員が半数以下になり、将来ビジョンを描きにく
くなっています。
○2015年は貴業界にとってどんな年になりますか
当商店街の核店舗であった「秋田ニューシティ」ビル跡地の再開発について、平成23年の

解体完了以降、長い間再利用の方法が検討されていますが、その方向性が定まることと、多
くの人が利用する施設・機能が設置されることを期待しています。

○組合理事長としての今後の抱負
中心市街地の空洞化と地域住民の老齢化の影響で、街の元気がなくなっているため、近隣商店街や他団体とも協力

しながら、イベントをはじめ、人が集まり、人の繋がりを生み、地域を盛り上げていけるような事業に取り組んでいき
たいと考えています。

【組合の概要】 所在地:〒016-0171　能代市河戸川字西山下1-6
 電　話:0185-89-1507 FAX:0185-89-5750
 設　立:昭和40年1月 組合員数:52名

【組合の概要】 所在地:〒015-0012　由利本荘市石脇字田尻29
 電　話:0184-23-1491 FAX:0184-23-1391
 設　立:昭和50年1月 組合員数:20名

【組合の概要】 所在地:〒010-0921　秋田市大町一丁目2-40
 電　話:018-863-5086 FAX:018-863-5086
 設　立:昭和60年6月 組合員数:29名

新春特別企画
 ～節目を迎える組合の代表者に聞きました～

【大塚理事長】

【岡部理事長】

【高堂理事長】
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秋田県クボタ販売協同組合（理事長　中安　則光氏）
○組合の50年を振り返って
当組合は、農業機械販売店が共同事業の実施により経営の合理化や安定化を図る目的で

昭和40年に設立し、以後、秋田県農業の歴史とともに歩んできました。現在は、共同購買事
業や情報提供及び研修等を通じ、組合員の販売力及び修理技術等の向上に努めています。
組合員は二代目、三代目となっており、二世会（青年部組織）として活動してきた仲間同

志の結束は非常に固いです。
○2015年は貴業界にとってどんな年になりますか
米価の下落やTPPをはじめ農業を巡る諸情勢は非常に厳しいものがあり、購買意欲の落

ちこみや離農など、組合にとっても正念場の年となりそうです。
○組合理事長としての今後の抱負
今後も「融和」を軸に組合員が一致団結して共同事業に取り組み、販売店ならではのきめ細かいサービスや小回りが

利く強みを活かし、精一杯本県農業を支えていきたいです。

秋田県商工振興協同組合　（理事長　藤澤　正義氏）
○組合の40年を振り返って
当組合は昭和50年に設立し、当初は業務用車両の共同購買事業が組合の中心的な事業で

ありました。時代が変わり、高速道路網の整備に合わせて、平成7年4月からは高速道路通行
料金別納事業を開始しました。この事業は、ETCの導入、道路料金の無料化実験等、毎年制
度が変わっており、こうした環境変化に組合員・事務局が一丸となって対応しています。
○2015年は貴業界にとってどんな年になりますか
昨年は、高速道路料金の値上げ等があり、利用する組合員には大きな負担となりました。

大口利用者向けの激変緩和措置が平成28年3月まで延長されることとなっていますが、組
合員が利用しやすい深夜割引の拡充等、使い勝手の良い制度になるよう関係官庁等に要望

していきたいと思います。
○組合理事長としての今後の抱負
円安に伴う原材料高や人件費の高騰等商工業を取り巻く環境が厳しくなる中、高速道路事業だけでなく、共済事業

や金融斡旋など組合員企業の経営サポートが出来るよう今後も前向きに取り組んで参ります。

協同組合秋田技能社（理事長　舘岡　正雄氏）
○組合の30年を振り返って
当組合は、住宅建設業者の下請的立場から脱却し、お客様から信用を得て受注を獲得す

ることを目指す異業種のメンバーで昭和60年に設立しました。これまで「10人のお客様の
声を聞けば10件の仕事が来る」をモットーに受注を確保してきました。しかし、近年は公共
工事の減少等により共同受注が減ってきており、組合員同志が情報交換を密にすることで、
組合員の受注確保に繋げています。
○2015年は貴業界にとってどんな年になりますか
私を含め、設立当時のメンバーは高齢となり、後継者である2代目を育成する年となりそ

うです。組合の次世代を担う後継者には、設立当時からの組合の伝統を守りつつ、今の時代
に合った新しい発想を柔軟に持ち、組合を盛り立ててもらいたいと思っています。
○組合理事長としての今後の抱負
我々のような地域密着型の組合で最も大切にしていることは、組合員同士の「情報交換」であり、そのことが各組合

員自らの仕事に繋がっていきます。このため、今後も組合員が互いに手を取り合い、時には背中を押したりしてあげる
ことで、当組合の一員で良かったと思ってもらえるような組合にしていきたいと考えています。

【組合の概要】 所在地:〒011-0901　秋田市寺内字神屋敷295-38
 電　話:018-845-2121 FAX:018-845-6600
 設　立:昭和40年11月 組合員数:7名

【組合の概要】 所在地:〒010-0923　秋田市旭北錦町1-47（秋田県中小企業団体中央会内）
 電　話:018-863-8705 FAX:018-865-1009
 設　立:昭和50年11月 組合員数:625名

【組合の概要】 所在地:〒018-1856　南秋田郡五城目町富津内下山内字下川原17-1
 電　話:018-853-7103 FAX:018-853-1603
 設　立:昭和60年8月 組合員数:10名

【中安理事長】

【藤澤理事長】

【舘岡理事長】

「2015年はどんな年になるか・今後の抱負について」


